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第1章  基本構想 

1-1. 総合戦略とは 

 

川本町の総人口は、現状のまま推移すれば 45

には約 1,300 人にまで減少すると予想されています

り、小中学校の 1学年あたり児童・生徒数は 7

を購入できる店舗数も町内で 6 店舗程度になると

の維持は、極めて困難になると考えられます。

 

川本町総合戦略は、そうならないために定めたこれからの

動指針で、45 年先を見越した上で、直近 5 年間

を整理したものです。町政全般の指針となる「

合計画」に類似しますが、人口減少対策に特化

きく異なっています。 

 

人口減少に対する危機感がより強くなった今

じて人口減少に立ち向かう意義や方向性を明確

に、その実現に向けた施策をとりまとめ、速やかに

していきます。これらの取り組みを通じて、2060

減少を抑止し、未来へ繋がる川本町の基礎を築

 

45 年後（2060 年）

されています。これによ

7人程度、食料品

になると予想され、町

。 

めたこれからの行

年間に取り組むこと

「川本町第５次総

特化している点が大

今、戦略策定を通

明確に定めるととも

やかに実行へと移

2060 年までに人口

築いていきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川本町の現状趨勢人口と目標人口

 
 
 
 
 

 

 

 

人口ビジョン

・2020 年までに社会増減を±0 にする

・2040 年までに合計特殊出生率を 2.1

・2060 年までに人口減少を止める（高齢化率

・2060 年目標人口：2,500

 

目標人口（人口ビジョンより） 
 

ビジョン 

にする（現状の取り組み＋15 人/年の定住促進） 

2.1 にする 

高齢化率 30％、世代間バランスも平準化） 

2,500 人 
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1-2. 戦略で目指す姿 

 

古くは江の川の水運で栄えた宿場町として、その後は邑智郡の郡都として。川本は多くの

人と文化を受け入れる「交流のまち」としての歴史を刻んできました。近年、郡都としての

交流機能は衰えつつありますが、『学び』を通じた新しい交流の動きが胎動を始めています。 

 

島根中央高校に通う県外からの生徒や、兄・姉を追って入学する弟・妹たち。このまちの

教育に携わることを願い移ってきた UI ターン者等。このまちで学ぶことを志した人達が惹き

つけられたのは、豊かな自然に抱かれながら多様な学びに打ち込める環境と、地域の人達の

温かさでした。 

 

なぜ彼らはこの魅力に惹きつけられたのか？その背景には、『このまちでなら、落ち着

いて自分の夢や可能性に向き合える』という期待感があったのではないでしょうか。そ

してそれこそが、人口減少を克服して未来に繋いでいくべき、『川本の価値』だと考えます。 

 

だからこそ私たちは、戦略の取り組みを通じてこの価値に共感する人を集め、育て、その

子ども達もまた同じ想いを持って育っていくまち、いわば『夢と可能性に挑戦する人財が循

環するまち』の構築に挑んでいきます。 

 

 

＜戦略で目指す姿＞ 

夢 と 可 能 性 に 挑 戦 す る 人 財 が 循 環 す る ま ち へ ！ 
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1-3. 目指す姿の実現に向けたプロセス 

 
夢と可能性に挑戦する人財が循環するまちの理想形は、この町で育った子どもたちが大人になった時、自らの意

思で『自らの夢を果たすために川本で挑戦する』ようになることです。このため、本戦略では『学び』

を取り組みの中核に位置づけ、地域を知る中で郷土愛を育み、ソトを知る中で自己や地域の強み・弱みを学び、

知識やアイデアを実践に移す中で主体的な行動力を育む取り組みを進めます。 

 

学びの取り組みは、川本の価値に共感する人を惹きつける取り組みにもなります。積極的な情報発信や、訪れた

人に対する丁寧な受け入れ体制の構築等、『交流』を通した確実な定住促進により、『川本の価値に共感す

る若者世代』を集め、社会増の改善につなげていきます。 

 

しかし、これまでの人口減少要因が『仕事』『住まい』といった定住基盤の少なさにある以上、学びと交流だけ

に頼った社会増は効果が限定的です。雇用規模の拡大や起業支援、町営住宅整備や空き家活用等、『多様な働

く場と働き方の創出』や『必要量の住まいの安定的な供給』に取り組むことで、より多くの社会増と、

子どもたちの将来的な定着を促します。 

 

全国的に人口が減少する中、循環するまちの実現には『出生者数を増やす』ことが不可欠であり、将来的に

は移住に頼らない人口維持が求められます。若者の結婚応援、子どもを産み育てやすい環境整備といった『子育

て』支援に取り組むことで、自然増の改善を図っていきます。 

 

学 び   

仕 事   

住まい   

子育て   

交 流   
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私たちは、『学び』『交流』『仕事』『住まい』『子育て』５つの柱の循環により、『夢と可能性に挑戦する人財が循環するまち』の実

現に取り組み、人口の安定化へとつなげていきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

必要量の住まいを

安定的に供給する

ー 住まい ー

多様な働く場と

働き方を整える

ー 仕 事 ー

川本の価値に共感する

若者世代を集める

ー 交 流 ー

自らの夢を果たすために

川本で挑戦する人財を育てる

ー 学 び ー

『夢と可能性に

挑戦する人財が

循環するまち』へ！

川本で挑戦する人財の増加

社会増の改善

川本で挑戦する人財の成長

川本の価値の高まり

定住基盤の強化

社会増の更なる改善

自然増の改善

出生者数を増やす

ー 子育て ー

自らの夢を果たすために

川本で挑戦する人財を育てる

ー 学 び ー
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第2章  戦略を構成する施策 

2-1. 戦略の全体図 

 

 

 

 

 

 

 

学び

自らの夢を果たすために

川本で挑戦する人財を育てる

多様な経験や挑戦ができる環境整備

地域を知り地域で活動する機会の充実

仕事

多様な働く場と

働き方を創造する

個人起業家の育成

雇用規模の拡大

雇用機会の多様化

住まい

必要量の住まいを

安定的に供給する

町営住宅等の整備

空き家の活用

新しい住環境の整備促進

子育て

出生者数を増やす

子育て環境の充実

結婚支援の充実

目指す姿

夢と可能性に挑戦する人財が

循環するまち

人口ビジョン

2020年までに

社会増減を±0にする

↓

2040年までに

合計特殊出生率を2.1にする

↓

2060年までに人口減少を止める

（総人口：2,500人）

 目指す姿と人口ビジョン   施策目標   施策の方向性  

交流

川本の価値に共感する

若者世代を集める

学びの魅力発信

多様かつ魅力的な情報発信

受け入れ体制の充実
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2-2. 『学び』 自らの夢を果たすために川本で挑戦する人財を育てる 

1) 施策体系 

自らの夢を果たすために川本で挑戦する人財を育てるため、「多様な経験に挑戦できる環境整備」と、「地域を知り地域で活動する機会の充実」に取り組
んでいきます。多様な経験に挑戦できる環境整備では、学び続けられる環境と「ソト」に挑戦できる環境の整備等を通じて、自己や地域の強みや弱みに対す
る気付きを促し、更なる自己成長を支えていきます。また、地域を知り地域で活動する機会の充実では、実践的な取り組みも包含させることで知識を経験へ
と結びつけ、主体的な行動力の育成につなげていきます。これらの取り組みを通じて、自らの夢を果たすために川本で挑戦する人財の育成を図っていきます。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策目標と総合指標 施策の方向性 具体的施策 主な評価指標（ＫＰＩ）

＜施策目標＞

自らの夢を果たすために

川本で挑戦する人財を育てる

＜総合指標①＞

自己の成長を実感している

町民の割合

 2014年 現状値： -
 2019年 目標値：60%

＜総合指標②＞

川本のために貢献したいと

考える子どもの割合

 2014年 現状値： -
 2019年 目標値：100%

多様な経験や

挑戦ができる環境整備

保・小・中・高が連携した

一貫教育体制の構築【重点】

保・小・中・高が一貫して取り組む教育プログラムの数

国際コミュニケーション力の強化

高校卒業時で英検準２級以上を

取得する子どもの割合

『ソト』への挑戦の支援【重点】

高校卒業までに体育活動や文化活動において

県大会上位入賞の経験を有する子どもの割合

誰もが学び続けることの

できる環境整備

定期的に習い事等に取り組んでいる町民の割合

地域を知り

地域で活動する

機会の充実

地域と連携したふるさと学習の継続 地域に愛着心をもつ子どもの割合

地元企業における職業体験機会の創出 インターンシップ受け入れ企業の業種数

豊かな自然環境を活かした食育の推進 学校給食センターの地産地消率

知識やアイデアを実践に移す

取り組みの支援【重点】

夢や挑戦を実践に移した取り組み件数

 『学び』の施策体系  

※ＫＰＩ： Key Performance Indicators（重要業績評価指標）の略称で、施策の数値目標を示したものです。 
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2) 具体的施策 

(1) 多様な経験に挑戦できる環境整備 

＜現状と課題＞ 

保育所が３箇所、小中高が１校ずつ、クラスも小中学校は各学年１つずつ
という小規模な環境を活かし、子ども一人一人に合わせたきめ細やかな教
育・支援を行う体制が構築されています。それは、小学校から中学校までの
9年間をほぼ同じ集団の中で過ごすということでもあり、日々の刺激に乏
しく競争意識が芽生えにくいといった側面もあります。 
このような状況から、保小中高の一貫教育プログラムの構築、海外を含む

「ソト」との交流機会の充実が求められています。 
生涯学習の面では、公民館を中心に 30以上の団体による多様な講座が

住民主体で運営されていますが、公民館活動に対する関心度・認知度が低
く、利用者が固定される傾向にあり、ＰＲ及びプログラム内容の充実が求め
られています。 
スポーツの面では、総合型地域スポーツクラブ等が主体となり、フットサ

ル、バレーボール、空手等のスポーツ教室が開講されています。 
しかし、子どもの減少により団体競技の継続が困難になっていたり、小学

校での活動を中学以降で継続できる仕組みがない、指導者が不足している
といった状況にあり、継続して取り組みを続けられる環境の構築が求めら
れています。 
 
 
 
 
 

 

 

強み  弱み 

・小学校、中学校、高校がそれぞれ 1 校ず

つで、物理的な距離も近い。 

・熱意ある教員、少人数学級といった環境

の下、学習支援員を交えたきめ細かい

指導が行われている。 

・小学校からの 9 年間をほぼ同じ集団の

中で過ごすため、助け合いの気持ちが

育まれる。 

・ＡＬＴが町内に 3 名おり、英語学習内容

の充実が期待できる。 

・１クラス分のタブレット配備等、小中学校

のＩＣＴ環境が整っている。 

・公民館活動では地域の方が指導者とな

り、多様な習い事をできる環境が整って

いる。 

 ・小学校からの 9 年間をほぼ同じ集団の中

で過ごすため、よい意味での競争意識が

育ちにくい。 

・海外交流に対する具体的な取り組みが少

ない。 

・生徒数の減少により団体競技の継続が

困難になっている。 

・小学校のスポーツクラブを中学以降で継

続する仕組みがない。 

・スポーツの指導者が不足している。 

・公民館活動に対する認知度、関心度が低

い。 
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＜主な取り組み＞ 

◆保・小・中・高が連携した一貫教育体制の構築【重点】 

保育所が３カ所、小中学校が１校ずつ、県立高校が１校という川本の教育
環境の強みを活かし、保小中高の教職員やコーディネーター、地域の教育関
係者が連携し、幼少期から高校まで、地域連携を伴う一貫教育体制を構築し
ます。合わせて、それぞれの学校が大学等と連携を図りながら特色ある教育
環境づくりと、更なる魅力化に取り組みます。 

評価指標（ＫＰＩ） 現状値 

(2014) 

目標値 

(2019) 

保・小・中・高が一貫して取り組む教育プログラムの数 0プログラム 5プログラム 
 

◆国際コミュニケーション力の強化 

世界を視野に入れた考え方のできる人財を育成するため、民間の海外研
修制度の参加を支援するほか、海外からの研修生や短期留学生等を積極的
に受け入れ、より多くの子どもが海外交流する機会を創出します。また、保
小中高の在学期間において、英語力の向上に向けた学習環境を構築してい
きます。 

評価指標（ＫＰＩ） 現状値 

(2014) 

目標値 

(2019) 

高校卒業時で英検準２級以上を取得する子どもの割合 - 60% 
 
 
 
 
 
 

◆『ソト』への挑戦の支援【重点】 

全国規模の大会や発表会、都市部の予備校への勉強合宿等、積極的に「ソ
ト」へ挑戦しようとする子どもの遠征費用や参加費等を支援するほか、川
本町への大会誘致等に取り組みます。また「ソト」へ挑戦できる力をつけ
る為、習い事等に取り組む子ども達への費用についても助成を行います。 

評価指標（ＫＰＩ） 現状値 

(2014) 

目標値 

(2019) 

高校卒業までに体育活動や文化活動において県大会上位
入賞の経験を有する子どもの割合 - 80% 

 

◆誰もが学び続けることのできる環境整備 

公民館を中心に町内で実施されている様々な講座の情報等を一元化し、
その情報を積極的に発信していくほか、民間の学習機関とも連携を図り、
新規講座の企画・運営等を行います。 
また、文化・芸術・スポーツ等の分野において子どもたちの可能性を伸

ばし、幼少期から高校まで継続して打ち込み続けることができるよう、町内
の郷土芸能団体の活性化や、クラブチームの整備、ＵＩターン者を活用した
指導者の育成、また練習や成果発表の場としての悠邑ふるさと会館の活用
等に取り組みます。 

評価指標（ＫＰＩ） 現状値 

(2014) 

目標値 

(2019) 

定期的に習い事等に取り組んでいる町民の割合 - 30% 
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(2) 地域を知り地域で活動する機会の充実 

＜現状と課題＞ 

教育に対する地域の関心がとても高く、これまでも地域と連携したふる
さと教育を展開してきました。小中学校においては、江の川やエゴマ等の地
域資源について、１年を通じて学び続ける取り組みを行っています。高校に
おいては、まちごとキャンパス学習として、町内事業者との連携のもと、年
間を通じたキャリア教育に取り組んでいます。 
今後もこのような地域連携型のふるさと教育、職業体験、食育の取り組み

を継続していくほか、培った知識等を実践に移していくための取り組み支
援を通して、地域学習を深めていきます。 
 

強み  弱み 

・学校に対する地域の関心が高く、子ど

もの成長を地域ぐるみで見守る風土

がある。 

・まちごとキャンパス学習や総合学習

等、地域資源について学ぶ機会が充

実している。 

 ・地域で体験できる業種、職種が少な

い。 

 

 

 

 

 

 

 

＜主な取り組み＞ 

◆地域と連携したふるさと学習の継続 

川本の地域資源「ひと（人財）、もの（自然、施設）、わざ（芸能）、む
かし（歴史・文化）」について、体験を通じて深く・わかりやすく伝える
取り組みを継続していきます。 

評価指標（ＫＰＩ） 現状値 

(2014) 

目標値 

(2019) 

地域に愛着心を持つ子どもの割合 - 100% 
 

◆地元企業における職業体験機会の創出 

中学校、高校において取り組まれている職業体験やまちごとキャンパス
学習の受け入れ先を拡充するとともに、町民を交えた成果発表を行う機会
を創出することで、キャリア教育をまち全体で支援する体制を構築します。 

評価指標（ＫＰＩ） 現状値 

(2014) 

目標値 

(2019) 

インターンシップ受け入れ企業の業種数 8業種 18業種 
 

◆豊かな自然環境を活かした食育の推進 

子どもが野菜本来の収穫時期や姿を感じられることや、野菜には旬があ
ること、どのように野菜が成長していくかを学ぶため、「食育」の一環とし
て小学生による野菜作りに取り組みます。 
また、学校給食センターに導入されているクックチルによる調理手法を

活用し、川本の豊かな自然により育まれた食材を大いに活用する、給食献立
作りを通じて、ふるさとを感じる食育の取り組みを進めます。 

評価指標（ＫＰＩ） 現状値 

(2014) 

目標値 

(2019) 

学校給食センターの地産地消率 54% 65% 
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◆知識やアイデアを実践に移す取り組みの支援【重点】 

川本での地域課題解決に取り組む子どもたちや町外の大学生等に対し、解
決策検討を支援するとともに、実践した取り組みに対して地域通貨による
報酬等を支払うシステムの構築・運営に取り組みます。 

評価指標（ＫＰＩ） 現状値 

(2014) 

目標値 

(2019) 

夢や挑戦を実践に移した取り組み件数 0件/年 16件/年 
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2-3. 『交流』 川本の価値に共感する若者世代を集める 

1) 施策体系 

川本の価値に共感する若者世代を集めるため、まずは人口減少対策の中核となる「学び」の魅力発信に取り組みます。また、その他の多様な資源について
も並行して魅力を発信していくことで、より多くの関心を惹きつけていくほか、特に若者世代への訴求を促せるよう、発信力そのものについても強化を図っ
ていきます。発信した魅力に反応して訪れた人に対しては、丁寧な受け入れを行い、愛着心の高揚を促していきます。これらの取り組みを通じて、「川本の価
値に共感する若者世代」の増加を図っていきます。 
 
 
 
 

施策目標と総合指標 施策の方向性 具体的施策 主な評価指標（ＫＰＩ）

＜施策目標＞

川本の価値に共感する

若者世代を集める

＜総合指標＞

川本の価値に共感した

子育て世帯の移住者数

 2014年 現状値：20人/年
 2019年 目標値：35人/年

学びの魅力発信

『健やかな教育環境』を柱とした

プロモーションの展開

『学び』を理由として川本への移住を

希望する相談者の割合

保小中を含めた『川本の学び』

体験機会の創出

川本へ定住相談に訪れた人が

『川本の学び』を体験した割合

多様かつ魅力的な

情報発信

多様な地域資源を活かした

プロモーションの展開

『音楽・健康・安全』を理由として

川本への移住を希望する相談者の割合

情報発信力の強化 定住サイトへのアクセス数

受け入れ体制の充実

定住促進に向けた

受け入れ体制の整備【重点】

川本へ定住相談に訪れた人が

実際の定住に結び付いた割合

長期滞在者に対する居住環境の整備 整備を支援した居住施設の年間平均稼働率

 『交流』の施策体系  
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2) 具体的施策 

(1) 学びの魅力発信 

＜現状と課題＞ 

県立島根中央高校と連携し、島根中央高校ＨＰのリニューアル、パンフレ
ット制作、ＰＲ用ＤＶＤ制作等を行ってきたほか、東京・大阪にて進学説明
会を開催してきました。これまでに約 50人の県外生が県立島根中央高校
に進学していますが、さらに注目が集まっている状況です。 
情報発信は確実に効果を上げていますが、発信する内容が散発的な面も

あり、コンセプトを定めた一体感ある内容の充実が求められているほか、
子育て世代の移住を促すため、保小中を含めた魅力発信も行っていく必要
があります。 
 

強み  弱み 

・地域に見守られながら学べる環境、落ち

着いた時間の中で勉強や部活に打ち込

める環境等が都市部の子育て世代の関

心を集めている。 

・これまでに延べ 50 人の県外生が進学し

ているが、これまでの取組や報道などに

よりさらに注目が集まっている。 

 

 

 ・魅力として発信する内容が散発的な面が

ある。 

・高校以外の教育機関は外部への情報発

信が少ない。 

 

 

 

 

＜主な取り組み＞ 

◆『健やかな教育環境』を柱としたプロモーションの展開 

野球やカヌー等のスポーツ、音楽のような文化活動、エゴマ等の健康食品、
自然に囲まれた静かな環境、挨拶等、川本の教育環境が持つ「健やかさ」を
コンセプトとしたプロモーションを展開することで、子どもの教育を目的
とした移住の推進を図ります。 

評価指標（ＫＰＩ） 現状値 

(2014) 

目標値 

(2019) 

『学び』を理由として川本への移住を希望する相談者の割合 - 50% 
 

◆保小中を含めた『川本の学び』体験機会の創出 

島根中央高校で実施しているオープンスクールの取り組みをベースに、
保育所、小学校、中学校における授業や部活、学校外での活動等の具体的な
「川本の学び」を体験できるツアー等を実施します。 

評価指標（ＫＰＩ） 現状値 

(2014) 

目標値 

(2019) 

川本へ定住相談に訪れた人が『川本の学び』を体験した割合 - 80% 
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(2) 多様かつ魅力的な情報発信 

＜現状と課題＞ 

「音楽」をテーマとしたまちづくりの歴史、エゴマ等の「健康」、顔の見
える関係性や生活圏内に小児科がある等の「安心」できる子育て環境等、
学び以外にも数多くの個性的な魅力があります。 
今後、これらをうまく活用したプロモーションの展開により、より多くの

関心を惹きつけていくほか、プロのデザイナー・コピーライター等との連
携の下、発信頻度や内容の品質向上、ターゲットを絞った効果的な情報発信
等により、発信媒体へのアクセス数の更なる拡大に取り組んでいきます。 
 

強み  弱み 

・「音楽の里」のシンボルとなる、本格的な

コンサートホール等が整った。 

・約 10 年にわたりエゴマ栽培に取り組ん

できた中、全国版のテレビで放送され注

目を集めるようになった。 

・充実した保育サービス、保育士や地域

の顔が見える環境、小児科を有する総

合病院等が生活圏内に立地する等、安

心の子育て環境が整っている。 

・川本公式 Facebook ページの登録者数

が着実に増加している。 

 ・情報発信にあたりデザインへの注力が不

十分で、関心を惹きつけにくい。 

 

 

 

＜主な取り組み＞ 

◆多様な地域資源を活かしたプロモーションの展開 

「音楽」をテーマとしたまちづくりの歴史、エゴマ等の「健康」、顔の見
える関係性や生活圏内に小児科がある等の「安心」できる子育て環境、島
根の中央、陰陽の中間に位置する「立地」等、多様な地域資源を活かしたプ
ロモーションを展開します。 

評価指標（ＫＰＩ） 現状値 

(2014) 

目標値 

(2019) 

『音楽・健康・安全』を理由として 
川本への移住を希望する相談者の割合 - 40% 

 

◆情報発信力の強化 

ＳＮＳの高度利用、チラシや映像等のＰＲ力向上に向け、外部専門家等と
連携した取り組みを展開します。また施策と連動したイメージ戦略に取り
組み、まちのブランディングを図ります。その他、紙媒体・看板・口コミ・
掲示版などのアナログな情報発信については地域で活躍するデザイナーを
活用し、発信力の向上を図ります。 

評価指標（ＫＰＩ） 現状値 

(2014) 

目標値 

(2019) 

定住サイトへのアクセス数 8,400ビュー/年 30,000ビュー/年 
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(3) 受け入れ体制の充実 

＜現状と課題＞ 

移住希望者とのコネクション形成にむけ、ＵＩターンフェア（東京・大
阪・広島）等へ積極的に参加しています。平成２４年度から平成２６年度
までに 195件の相談があり、うち２１件で移住につながりました。 
また、定住希望を叶えるため、関係部署、関係機関、地域との連携を図り

ながら「住まい・仕事・子育て支援」といった事項について定住相談に応
じています。 
しかし、定住相談は内容に応じて関係機関を回ってもらう形となってお

り、ワンストップ型の対応を実践するための体制づくりが求められていま
す。また、町外からの進学や研修、フィールドワーク等の機会において、町
内で長期滞在できる施設の整備も求められています。 
 

強み  弱み 

・定住フェア等への積極的な参加を続け

ている。 

・定住相談等では、フェイス to フェイスの

対応に安心感を持たれる方も多く、それ

が定住の決め手になることもある。 

 

 ・定住相談は内容に応じて関係機関が対

応する形となっており、理想とするワンスト

ップ対応ができていない。 

 

 

 

 

 

＜主な取り組み＞ 

◆定住促進に向けた受け入れ体制の整備【重点】 

交流・移住・定住人口増加に向けた取り組みを専門的に行う機関を設置
し、移住体験ツアー等の企画・運営、相談対応、移住・定住・交流サイトの
管理等に従事します。 

評価指標（ＫＰＩ） 現状値 

(2014) 

目標値 

(2019) 

川本へ定住相談に訪れた人が実際の定住に結び付いた割合 20% 30% 
 

◆長期滞在者に対する居住環境の整備 

島根中央高校へ遠方から入学する生徒や、医療福祉機関への実習、地域お
こし協力隊、学生の滞在型フィールドワーク等、長期滞在を希望する人を受
け入れるための居住環境の整備に向け関係機関を支援します。 

評価指標（ＫＰＩ） 現状値 

(2014) 

目標値 

(2019) 

整備を支援した居住施設の年間平均稼働率 85% 85% 
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2-4. 『仕事』 多様な働く場と働き方を創造する 

1) 施策体系 

多様な働く場と働き方を創造していくため、「個人起業家の育成」、「雇用規模の拡大」、「雇用機会の多様化」の大きく３つの取り組みを展開します。 
個人起業家の育成については、起業支援と就農支援に取り組みます。雇用規模の拡大については、雇用規模そのものの拡大を図る企業誘致のほか、既存産

業の活性化による雇用創造に取り組みます。しかし、いくら雇用規模が拡大しても、求職側とのマッチングが進まなければ本質的な働く場の確保には繋がり
ません。求人・求職双方の活動支援に取り組むほか、近年の多様なライフスタイルに合わせた「働き方」の創出にも取り組みます。これらの取り組みを通じ
て、「多様な働く場と働き方の創造」を図っていきます。 

 
 

 

 

 

施策目標と総合指標 施策の方向性 具体的施策 主な評価指標（ＫＰＩ）

＜施策目標＞

多様な働く場と働き方を

創造する

＜総合指標①＞

新たに創出した雇用者数

 2014年 現状値：9人
 2019年 目標値：40人

＜総合指標②＞

20～64歳までの女性就業率 2010年 現状値：77%
 2020年 目標値：80%

個人起業家の育成

空き店舗等を活用した起業支援【重点】 空き店舗の事業所・店舗としての活用件数

新規就農者への支援 自営による新規就農者数

雇用規模の拡大

企業誘致等の推進 企業進出により創出された雇用者数

農林水産業の担い手確保

農業法人等（企業の農業参入含む）への

新規就業者数

医療福祉産業を中心とした経済循環の促進

町内医療福祉事業所と連携した

新たなビジネスを行う町内事業所数

外国人観光客の誘致 外国人観光客を対象としたツーリズムの参加者数

雇用機会の多様化

企業の求人活動に対する支援

医療福祉業の求人に対する雇用の割合

くらしまねっとを通じた川本町求人のマッチング数

多様な就労形態

（在宅勤務、ワークシェア等）の創出

多様な就労形態を有する事業所数

 『仕事』の施策体系  
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2) 具体的施策 

(1) 個人起業家の育成 

＜現状と課題＞ 

出先機関の撤退・縮小、消費人口の減少といった社会環境の変化や後継
者不足により、邑智郡の商売の中心であった弓市商店街の集客力は低下し
ており、空き店舗数が増加傾向にあります。また、駐車場や公衆トイレ、ユ
ニバーサルデザインへの配慮等も遅れています。 
一方で、空き店舗活用事業により平成 18年度からの 6年間で 6件の創

業も見られており、空き店舗対策の更なる充実と、起業を応援する機運の醸
成によりその活性化が求められています。 
農業分野では、従事者の高齢化に伴う後継者不足が深刻化しています。

このような状況の中、西部農林振興センター、ＪＡ等との連携の下、就農希
望者に対する支援を行っており、今後もその充実が求められます。 
 

強み  弱み 

・小規模自治体ならではのきめ細かな支

援、商工会との密な連携が可能。 

・空き店舗活用による起業家 6 名が今も

事業を展開している。 

・県の西部農林振興センター等、営農指

導のできる関係機関が近接している。 

・花卉栽培、施設栽培に関する専業農家

や研修受入農家がいる。 

 ・空き店舗に関する情報や支援制度が外

部に浸透していない。 

・農業従事者の高齢化が進む中、担い手

の育成が急がれる。 

 

 

＜主な取り組み＞ 

◆空き店舗等を活用した起業支援【重点】 

弓市地区の空き店舗等を活用して、多様な働く場や働き方の創造に挑戦
する人や事業者を支援する取り組みを展開するため、事業者交流によるビ
ジネスアイデアの創造、空き店舗情報等の公開、ビジコン等を通じた起業支
援・企業進出支援、オープンスペース確保や景観改善等の街並み整備等に
取り組みます。 

評価指標（ＫＰＩ） 現状値 

(2014) 

目標値 

(2019) 

空き店舗の事業所・店舗としての活用件数 1件/年 2件/年 
 

◆新規就農者への支援 

西部農林振興センター、県立農林大学校、町内の集落営農法人、専業農家
等との連携のもと、きめ細やかな営農指導体制を構築します。また、「川本
版半農半Ｘ」モデルとして、農として「水稲・野菜・花卉等」、Ｘとして「介
護・土木等」を想定した取り組みを展開します。 

評価指標（ＫＰＩ） 現状値 

(2014) 

目標値 

(2019) 

自営による新規就農者数 1人/年 2人/年 
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(2) 雇用規模の拡大 

＜現状と課題＞ 

企業誘致の推進では、土地利用等の基盤整備を進め、県との連携による情
報発信、推進体制の整備、人材確保への支援強化に努めてきました。今後、
県や地域と連携をさらに強めながら、川本の強みと親和性のある企業との
関係構築に努めます。 
農業分野では 6次産業化を推進しており、生産基盤の強化を図りながら

民間事業者等と連携し、都市部での販路拡大を行ってきました。一方で、農
業従事者の著しい高齢化が進んでおり、ソフト・ハード両面から特産物等
を活かした６次産業化を推進していくとともに、農業の担い手確保が必要
となっています。 
商工業分野では、中心市街地の活性化等に取り組んできましたが、人口が

減少する中、町内市場規模は著しく縮小しています。今後は、市場が拡大傾
向にある医療福祉産業を中心とした域内経済循環を促していくほか、周辺
自治体と連携しながら海外からの集客強化に取り組みます。 
 

強み  弱み 

・低廉な家賃や土地、遊休施設等、都市

部に比べ低コストの事業運営が可能。 

・エゴマが全国的ブームになりつつある。 

・町内の医療福祉機関が大きな雇用を生

み出している。 

・近接自治体に海外就航路線、世界遺産

がある。 

 ・担い手不足により、農業従事者の高齢化

が著しい。 

・官公庁の統廃合等により、町内市場規模

が縮小している。 

 

＜主な取り組み＞ 

◆企業誘致等の推進 

学び、健康、音楽等、川本の強みとなる分野の事業者が集まる企業フェア
等に積極的にブース出展しＰＲを行うことで、当該産業の企業とのコネク
ションを形成し企業誘致に向けた素地を作ります。 
誘致可能性のある事業者に対しては、受け入れ候補地域の住民等とも連

携した取り組みを展開します。あわせて企業と地域住民のニーズに促した
基盤整備に取り組みます。また、バイオマス等の新エネルギー産業について
民間企業と連携した取組みを進めます。 
その他、町内事業者が雇用規模の増加を伴う事業拡大・展開を行う場合、

その支援を行います。 
評価指標（ＫＰＩ） 現状値 

(2014) 

目標値 

(2019) 

企業進出により創出された雇用者数 0人 30人 
 

◆農林水産業の担い手確保 

農業の担い手を確保するため、集落営農組織や認定農家などを支援する
とともに最新技術を活用した施設やビニールハウス整備、農地の集積など
の基盤整備を進めます。また、米のブランド化や地産地消、6次産業化等の
取り組みにより販売促進を図ります。林業、水産業についても同様な取り組
みにより、担い手の雇用拡大を図ります。 

評価指標（ＫＰＩ） 現状値 

(2014) 

目標値 

(2019) 

農業法人等（企業の農業参入含む）への新規就業者数 - 5 人 
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◆医療福祉産業を中心とした経済循環の促進 

医療福祉事業所と町内事業者の連携を強化する事や、新たに医療福祉事
業所とビジネスを行う企業を誘致するなどし、経済循環を促す取り組みを
行います。また、一定の雇用が期待できることから、従事者または就職希望
者の町内定住を促します。 

評価指標（ＫＰＩ） 現状値 

(2014) 

目標値 

(2019) 

町内医療福祉事業所と連携した新たなビジネスを行う町内事業所数 - ２社 
 

◆外国人観光客の誘致 

川本の健康資源（エゴマ、医療福祉機関等）や移動圏内にある世界遺産
を活かし、健康大国かつ広島空港から直結する台湾等からの観光客を誘致
し新たな経済効果を創出します。 

評価指標（ＫＰＩ） 現状値 

(2014) 

目標値 

(2019) 

外国人観光客を対象としたツーリズムの参加者数 - 40人/年 
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(3) 雇用機会の多様化 

＜現状と課題＞ 

ハローワーク、おおち・さくらえ雇用促進協議会等関係機関と連携を図
り効果的な情報提供等、町内事業所への雇用支援を行ってきました。 
産業構造は中小企業や個人事業主が中心であり、これらの求人情報が十

分に把握できていない状況にあります。このため、求人情報は特定の業種・
職種に偏重しやすく、出身者の町内就職ニーズはあるものの、マッチングが
十分に進んでいない面があります。 
また、ライフスタイルが多様化する中で、住民からは多様な働き方（在宅

勤務、ワークシェア等）に対するニーズが多く寄せられています。 
今後は、町内事業者の求人活動に対する町としての後方支援等を通じて

出身者の町内就職を促していくほか、多様な就労形態にチャレンジする企
業の誘致や支援を行いながら、その創造に取り組んでいきます。 
 

強み  弱み 

・ハローワークがある。 

  医療福祉機関等、「女性の働きやすい職

場」が身近なところに存在している。 

 

 

 

 

 ・個人事業主や小規模事業者は求人情報

が埋もれやすく、求人活動を行っても雇用

につながりにくい。 

・中小企業が大半であり、従業者数が少な

い分、出産・育児休暇に伴う他従業員へ

の影響が大きい。 

・限られた産業構造の中で、職種や働き方

の多様性に乏しい。 

 

 

＜主な取り組み＞ 

◆企業の求人活動に対する支援 

ふるさと島根定住財団との連携の下、医療福祉法人や建設事業者、後継者
不足に悩む個人事業者も含めた、川本の求人情報を網羅した求人フェアの
開催、町広報やＨＰ等により町全体で求人活動を行うほか、医療福祉事業所
と連携して、有資格者の定住支援に取り組み人財の確保を図ります。 
また、小売店や旅館経営を志す若者などについて、町内の商店や旅館等の

後継者候補としてマッチングを行い就業支援を行います。 
その他、出身者の町内企業への就職を促すため、出身者の本町での就職活

動や、町内企業が町出身者を雇用する際の支援を行います。 
評価指標（ＫＰＩ） 現状値 

(2014) 

目標値 

(2019) 

医療福祉業の求人に対する雇用の割合 13% 30% 
くらしまねっとを通じた川本町求人のマッチング件数 3件 30件 
 

◆多様な就労形態（在宅勤務、ワークシェア等）の創出 

女性の社会進出や世帯収入の増加を図るため、テレワークや短時間労働、
ワークシェアなど、これまでにない新しい働き方を、モデル的に導入する町
内事業者を支援し、多様な働き方ができる環境整備を促進します。 

評価指標（ＫＰＩ） 現状値 

(2014) 

目標値 

(2019) 

多様な就労形態を有する事業所数 0社 5社 
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2-5. 『住まい』 必要量の住まいを安定的に供給する 

1) 施策体系 

必要量の住まいを安定的に供給するため、「町営住宅等の整備」、「空き家の活用」、「新しい住環境の整備促進」の大きく３つの取り組みを展開します。
町営住宅等の整備については、定住促進住宅の整備と合わせ、老朽化した町営住宅の長寿命化・リフォームにより住宅戸数の適正確保に努めます。空き家の
活用については、町内に数多く存在する空き家の流動化を促し、住環境の確保につなげます。新しい住環境の整備促進では、老朽化の激しい町有施設を解体
し、宅地として活用することや、宅地の整備等により民間事業者や個人の住宅建築を促し、良質な住宅の増加を図ります。これらの取り組みを通して、人口状
況や建物の老朽化状況を踏まえた、必要十分な住まいの安定供給を実現します。 
 

 

 

 

 

 

施策目標と総合指標 施策の方向性 具体的取り組み 主な評価指標（ＫＰＩ）

＜施策目標＞

必要量の住まいを安定的に供給する

＜総合指標＞

新たに創出した住まいへの入居戸数 2014年 現状値：0戸
 2019年 目標値：45戸

町営住宅等の整備

既存町営住宅や遊休施設の

リフォーム推進【重点】

町営住宅等のリフォーム戸数

定住促進住宅等の新規整備【重点】 定住促進住宅等の新規整備戸数

空き家の活用

空き家バンク制度の充実 空き家バンクの登録件数

空き家の改修支援【重点】 住居としての空き家の活用件数

空き家の多面的活用の推進 住居以外の目的による空き家の活用件数

新しい住環境の整備促進

宅地の整備 新たな宅地の整備区画数

民間の住宅整備に対する支援【重点】

個人住宅の整備戸数

民間賃貸住宅の新規整備戸数

 『住まい』の施策体系  
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2) 具体的施策 

(1) 町営住宅等の整備 

＜現状と課題＞ 

利用可能な町営住宅は286戸で、入居率は85％（平成27年 9月時点）
となっています。 
町営住宅の整備については、川本町公営住宅等長寿命化計画（平成 24

年 3月策定）に定められており、風呂釜の改修、屋根や外壁補修等が計画
的に実施される予定となっていますが、大半の町営住宅は建築年次が古く、
水回り等の設備も十分でない状況であり、大幅なリフォームが求められて
います。 
今後は、民間企業等と連携の下、町営住宅や出先機関の遊休施設等のリフ

ォームを進めるとともに、著しく老朽化した住宅については幅広いニーズ
に応えられる住宅として計画的な建て替えを進めていきます。 
 

強み  弱み 

・出先機関縮小に伴い、優良な宿舎が今

後遊休化していく。 

・改良住宅（店舗一体型の町営住宅）は

他地域に例がない。 

 ・町営住宅は定住促進住宅を除いていず

れも建築年次が古く、水回り等の設備が

不十分で間取り等も画一的。 

 

 

 

 

 

 

＜主な取り組み＞ 

◆既存町営住宅や遊休施設のリフォーム推進【重点】 

弓市地内の町営住宅（住宅・店舗一体型）や町内にある遊休施設につい
て、民間企業と連携したリフォームを行います。実施に際してはコンペ等に
より、部屋ごとに趣を変える等、話題性とニーズを踏まえた住まいづくりを
行い、起業希望者に向け店舗型住宅としてＰＲを強化していきます。 

評価指標（ＫＰＩ） 現状値 

(2014) 

目標値 

(2019) 

町営住宅等のリフォーム戸数 0戸 2戸 
 

◆定住促進住宅等の整備【重点】 

1 戸建ての定住促進住宅や多世代居住型住宅等についてニーズを図りな
がら計画的に整備します。定住促進住宅は、家賃を子供の人数に応じ減額す
ることや、入居後一定の期間で土地と家屋を買い取ることも可能とします。
多世代居住型住宅では、入居者同士のコミュケーションはもちろん、医療機
関とも連携し、安心して生活できる住宅とします。老朽化の著しい町営住宅
は、計画的に立て替えを進めます。 

評価指標（ＫＰＩ） 現状値 

(2014) 

目標値 

(2019) 

定住促進住宅等の新規整備戸数 3戸 19戸 
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(2) 空き家の活用 

＜現状と課題＞ 

空き家バンクの登録件数は 41件（平成 27年 9月時点）で、平成 20年
の制度開設以降、23件の契約（うち賃貸 20件、売買 3件）が成立しまし
た。特に、宅地建物取引業者への業務委託を導入した平成 26年以降、単年
で賃貸 2件、売買 3件の契約が成立し、流動化が加速しています。 
現在、町内には342件の空き家が立地しており、うち 159件が利用可

能と判定されています（平成 25年度末時点）。空き家バンクに登録され
ていない良質な空き家も多数ありますが、「お盆や正月だけ一時的に使用
する」、「仏壇・荷物・墓がある」、「見知らぬ人に貸したくない」等の理
由から、登録件数が伸び悩んでいます。 
空き家活用は、住居としてだけでなく、集会や簡易宿泊等、多目的利用に

対する関心も高い状況にあります。今後も引き続き空き家バンク制度の充
実に取り組むほか、民間事業者と連携の下、リフォーム等を通じて利用可能
な空き家の拡大、空き家の多面的利用を促していきます。 
 

強み  弱み 

・町内には空き家改修の豊富な実績を持

つ工務店が複数存在している。 

・空き家活用において、宅地建物取引業

者による仲介が可能。 

 ・「お盆や正月だけ一時的に使用する」、

「仏壇・荷物・墓がある」、「見知らぬ人に

貸したくない」等、空き家活用を難しくして

いる課題への体制づくりが遅れている。 

 

 

 

 

＜主な取り組み＞ 

◆空き家バンク制度の充実 

良質な空き家の流動化を促進するため、家財撤去の支援、意識啓発（空き
家として放置しておくデメリットや、法制度の状況等の情報発信）を行い
ます。 

評価指標（ＫＰＩ） 現状値 

(2014) 

目標値 

(2019) 

空き家バンクの登録件数 4件/年 8件/年 
 

◆空き家の改修支援【重点】 

契約（賃貸・売買）が成立し新たな入居者が決定した空き家について、
改修に要する経費を助成します。 
NPO 等が空き家を借り受け、建物を修繕し UIターン者の住まい等とし

て活用していく場合に、その修繕費に対して助成します。 
評価指標（ＫＰＩ） 現状値 

(2014) 

目標値 

(2019) 

住居としての空き家の活用件数 14件 30件 
 

◆空き家の多面的活用の推進 

定住希望者等の住まいのほか、コミュニティスペースやケア付き住宅な
ど、多目的で提供可能な空き家について、空き家バンク制度等を活用しマッ
チングを図ります。 

評価指標（ＫＰＩ） 現状値 

(2014) 

目標値 

(2019) 

住居以外の目的による空き家の活用件数 0件 2件 
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(3) 新しい住環境の整備促進 

＜現状と課題＞ 

これまでに町有地を活用した宅地分譲を行ってきましたが、町有地の売
却が進んだことで宅地として分譲できる場所が減少しています。 
一方で、若者世代はまだ経済力に乏しい面もあり、新築住宅だけでなく、

賃貸住宅、実家へのＵターン、中古住宅といった様々な住宅にニーズが寄せ
られています。 
特に、賃貸住宅は若者世代を中心に高いニーズがあるにも関わらず、町内

には民間の賃貸住宅が少なく、供給不足の状況にあります。 
今後は、老朽化した町有施設の解体等も視野に入れながら、住民ニーズを

踏まえた宅地開発を行っていくとともに、民間事業者による賃貸住宅整備
の支援、多面的な住宅整備支援に取り組んでいきます。 
 

強み  弱み 

・町内の企業に就職する若者が毎年一定

数あるなど、賃貸アパート等を利用する

ニーズは高い。 

・近隣の市町へ通勤可能な町の立地を生

かし、良質な住宅があれば通勤世帯の

移住も期待できる。 

 

  平成 27 年度になってから町有地の売却

が進み、分譲できる宅地が減少している。 

・民間運営の賃貸アパートの戸数が少な

く、特に世帯向けの戸数が少ない。 

 

 

 

 

＜主な取り組み＞ 

◆宅地の整備 

弓市地区等に存在する町有の遊休施設を解体し、宅地や公園として再整
備します。また民間の空き家などを解体し宅地として活用するなど遊休地
の流動化を促進するほか、因原地区等への新たな宅地造成を進めます。 
また、国土交通省や島根県と連携し、安心・安全な住環境づくりに取組み、

道路改良事業や水防災対策事業等とあわせストック効果の高い住宅団地や
分譲団地の整備に取り組みます。 

評価指標（ＫＰＩ） 現状値 

(2014) 

目標値 

(2019) 

新たな宅地の整備区画数 0区画 6区画 
 

◆民間の住宅整備に対する支援【重点】 

ＵＩターンで定住される方や既に町内に住んでいる方が住宅を新築した
り、中古住宅を購入する場合等に助成を行います。この際、当該世帯におけ
る子どもの人数、世帯主の年齢等による特別加算や町外へ通勤する場合の
通勤費助成により、子育て世帯への関心を高めます。 
また、子育て世帯向けの賃貸住宅や単身者向けの住宅を整備し運営しよ

うとする民間事業者に工事費等の一部を補助し、その整備を促進します。 
評価指標（ＫＰＩ） 現状値 

(2014) 

目標値 

(2019) 

個人住宅の整備戸数 20戸 25戸 
民間賃貸住宅の新規整備戸数 0戸 40戸 
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2-6. 『子育て』 出生者数を増やす 

1) 施策体系 

出生者数を増やすため、「子育て環境の充実」と「結婚支援の充実」に取り組みます。子育て環境の充実については、子育て世代の時間的・経済的・心理
的負担の軽減を図るべく、保育サービスの充実、子育てに係る経済支援、子育て不安の軽減に取り組みます。また、子育ての基本である親と子が触れ合う時間
についても、その充実を促していきます。結婚支援の充実については、若者世代の婚姻率改善に向け、趣味等を通じた出会いの創出等に取り組みます。これら
の取り組みを通じて、出生者数の増加を図っていきます。 
 

 

 

 

 

 

施策目標と総合指標 施策の方向性 具体的取り組み 主な評価指標（ＫＰＩ）

＜施策目標＞

出生者数を増やす

＜総合指標①＞

年間出生者数 2014年 現状値：15人
 2019年 目標値：20人

＜総合指標②＞

２０～３０代の婚姻率

 2010年 現状値：50%
 2020年 目標値：60%

子育て環境の充実

保育サービスの充実 保育サービスに対する満足度

経済的支援の充実 経済的支援に対する満足度

心理的負担の軽減 育児に対する不安軽減サポートへの満足度

特色ある幼児教育プログラム

（運動能力、音楽等）の構築

特色ある幼児教育プログラムに

魅力を感じている保護者の割合

親子が触れ合う時間の充実 ゆったりとした気分で子どもと過ごせている保護者の割合

結婚支援の充実

出会いの場の創出【重点】 交流イベントにおける参加者数

自分磨きと相談・マッチング支援【重点】 はっぴぃコーディネーターを介した婚姻カップル数

 『子育て』の施策体系  



 

川 本 町 総 合 戦 略 

戦略を構成する施策『子育て』 

2-21 
 

2) 具体的施策 

(1) 子育て環境の充実 

＜現状と課題＞ 

女性の社会進出や就労形態の変化に伴う多様なニーズに対応するため、
一時保育、延長保育、保育所完全給食事業等の保育サービスを展開していま
す。 
また、経済的負担を軽減するため、乳幼児から小中学生の医療費無料化等

や、第２子以降保育料の無料化に取り組んでいます。 
さらに、育児不安を軽減するため、新生児・乳児訪問、乳幼児健康診査、

子育てサポートセンター、子育てサロン等の取り組みを行い、時間的・経済
的・心理的、全ての面から子育て世代の負担軽減に取り組んでいます。 
今後もこれらの取り組みを継続していくほか、特色ある幼児教育プログ

ラム、子育ての基本である親と子の触れ合う時間の充実を通して、川本なら
ではの子育て環境の構築を図っていきます。 
 

強み  弱み 

・保育サービスが年々改善されている。 

・都市部に比べると経済的な子育て支援

策が充実している。 

・関係機関の連携はもとより、保護者と保

育士、地域のつながりが深く、顔が見え

るからこその安心感がある。 

・生活圏内に小児科を有する総合病院、

個人病院がある。 

 ・他の中山間地域でも取り組まれている施

策が多く、独自性に乏しい面がある。 

 

 

＜主な取り組み＞ 

◆保育サービスの充実 

一時保育、延長保育、保育所完全給食化等、子育て世代のニーズを把握し
更なる保育サービスの充実を図ります。また、保育所への入所を希望する世
帯すべてが入所できるよう、保育士の確保など十分な受入体制を整えます。 

評価指標（ＫＰＩ） 現状値 

(2014) 

目標値 

(2019) 

保育サービスに対する満足度 - 60% 
 

◆経済的支援の充実 

医療費の乳幼児から小中学生の無料化等や保育料の無料化を継続するほ
か、ニーズの高い病後児保育に対する支援を行います。 

評価指標（ＫＰＩ） 現状値 

(2014) 

目標値 

(2019) 

経済的支援に対する満足度 - 60% 
 

◆心理的負担の軽減 

学校と連携した子育て支援活動の拠点として子育てサポートセンターを
運営し、ふるさとの自然や伝統文化などの体験学習の機会、在宅親子の遊び
場、小学生の居場所、世代間交流の場等を提供します。 
また、乳幼児相談への参加を促すほか、保健師が全対象家庭を訪問し、子

どもの健康状態を確認したり、母親の相談窓口となり、育児への不安軽減に
向けたサポートを行います。 

評価指標（ＫＰＩ） 現状値 

(2014) 

目標値 

(2019) 

育児に対する不安軽減サポートへの満足度 - 60% 
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◆特色ある幼児教育プログラム（運動能力、音楽等）の構築 

教育委員会や地域と連携することや、特色ある保育に取り組む民間保育
事業者を参考とし、運動能力や音楽教育、自然体験等、特色ある幼児教育プ
ログラムを提供できる環境を整備します。 

評価指標（ＫＰＩ） 現状値 

(2014) 

目標値 

(2019) 

特色ある幼児教育プログラムに魅力を感じている保護者の割合 - 60% 
 

◆親子が触れ合う時間の充実 

子育ての基本である「親子の触れ合う時間」の充実を図るため、小学生
までの子どもを持つ世帯をターゲットとして、親子で参加できるイベント
の企画実施を推進するほか、親子遊びに対する経済的支援、こっころカンパ
ニーの登録推進等に取り組みます。 

評価指標（ＫＰＩ） 現状値 

(2014) 

目標値 

(2019) 

ゆったりとした気分で子どもと過ごせている保護者の割合 - 60% 
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(2) 結婚支援の充実 

＜現状と課題＞ 

島根県から委託を受けている「島根はっぴぃコーディネーター」（通称：
はぴこ）がおり、町内の男女の出会いから結婚までの相談・マッチングを
支援しています。 
また、町内地域団体主催のイベントやＪＲ三江線の利活用を兼ねた出会

い創出イベントなどが定期的に開催されており、近隣市町を含め一定数の
若年層が参加しています。 
しかし、こうしたイベントや「はぴこ」を通じた取り組みは、結婚にまで

至っていない状況にあります。 
今後は、出会いだけを目的としない、趣味等を通じた出会いの場づくりの

充実を図るほか、はっぴぃコーディネーターや地域団体との連携の下、相
談・マッチング支援、魅力磨き等の機会の充実を図ります。 
 

強み  弱み 

・町の立地を活かし、イベントの内容によ

っては近隣から多くの参加者が期待でき

る。 

・三江線、音楽、江の川などイベントのテ

ーマとして活用可能な資源がある。 

 ・イベントでの交流のみになっており、「は

ぴこ」を活かしたイベントの質の向上が図

れていない。 

・婚活に趣をおいたイベントがこれまであま

り行われていない。 

・交友関係が固定化されている。 

 

 

 

 

＜主な取り組み＞ 

◆出会いの場の創出【重点】 

町内外の企業や地域で活動する団体と連携し音楽やスポーツなどの共通
の趣味や、三江線、食などの地域資源に触れる機会を通じた、男女の出会う
きっかけとなるイベントを定期的に開催できる仕組みを作ります。 

評価指標（ＫＰＩ） 現状値 

(2014) 

目標値 

(2019) 

交流イベントにおける参加者数 - 240人/年 
 

◆自分磨きと相談・マッチング支援【重点】 

はっぴぃコーディネーターや地域活動団体との連携の下、自分磨きや結
婚相談・マッチング支援を促進します。また、はっぴぃコーディネーターの
取り組みについても住民へ周知するとともに増員を図ります。 

評価指標（ＫＰＩ） 現状値 

(2014) 

目標値 

(2019) 

はっぴぃコーディネーターを介した婚姻カップル数 ０組 4組/年 
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第3章  重点事業 

3-1. 子どもの『夢・挑戦』応援事業 

>>>保・小・中・高が連携した一貫教育体制の構築、「ソト」への挑戦の支援、 

知識やアイデアを実践に移す取り組みの支援 

◆事業の概要 

地域課題解決アイデアや、実現したい夢を持った子ども・学生等が、その
内容を発表し、地域からの投資を得てその実践・実現に挑戦していける体制
を構築します。 
地域課題解決アイデアは、小・中・高の総合学習等での取り組みや、町外

の大学生等によるフィールドワークを踏まえた提案も可能とします。実現
したい夢は、町内に居住する子どもを対象とします。 
発表は部門別（小学生部門、中学生部門、高校生部門、大学生部門等）の

コンテスト形式を想定し、各部門の優れた提案に対し、行政や企業、金融機
関、町民等が『投資』を行い、その挑戦に必要な経費を支援します。 
また、子どもと地域の繋がり強化、必要経費の補填等を目的として、アイ

デアや夢の実践・実現に挑戦する期間中は、町内の団体等との連携の下、地
域住民からイベントの参加や草刈等の作業依頼を受け、その『報酬』として
地域通貨を受け取ることのできる仕組みも盛り込みます。 
◆事業のポイント 

①子どもの夢を応援するまちとして、対外的関心を集めることができます。 
②地域通貨の利用を通じて、子どもが夢を語りながら大人と交流する機会
が増加します。 

③小中高の継続的な取り組みをすることで、ふるさとに対する想いや、より
実践的な提案が期待されます。 

◆事業イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆評価指標（ＫＰＩ） 

評価指標（ＫＰＩ） 現状値 

(2014) 

目標値 

(2019) 

年間参加生徒・学生数 - 80人 
夢や挑戦を実践に移した取り組み件数 0件/年 16件/年 

  

叶えたい夢のある子ども等

（例：カヌーの本場で

トレーニングしたい！）

地域課題解決に挑む子ども・学生等

（例：世界にエゴマの販路を拡大したい！）

コンテストにて発表

優秀者に

町民・行政・企業等から投資

資金を元手に

夢や地域課題解決に挑戦

草刈や空き家管理等の地域作業を

通じた資金追加（地域通貨）

やりたいことを宣言し、実現に向かって挑んでいく子どもの育成

子どもの夢を応援する風土の醸成と、地域と子どもの繋がり強化

小中高での

総合学習の成果

大学生による

フィールドワーク等
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3-2. 発信・受入の拠点『かわもと暮らし情報センター』運営事業 

>>>定住促進に向けた受け入れ体制の整備 

◆事業の概要 

川本への移住・定住を進めるうえで必要となる仕事・住まい・暮らし等
に関する情報の収集・発信・相談機能をワンストップ型のサービスとして
提供する「かわもと暮らし情報センター」を開設します。 
センターの主な役割は、①関係機関と連携した情報収集、②各種媒体を活

用した情報発信、③交流イベントの企画・運営、④移住定住サポートの４点
で、移住相談から引っ越しに至るまで、移住が完了するまでのきめ細やかで
丁寧なサポートに取り組みます。 
活動拠点は役場や金融機関、商店街、総合病院などが集約される弓市内の

空店舗等の活用を想定し、移住相談者だけでなく町民も気軽に訪れ、交流が
促進される環境を作ります。 
 

◆事業のポイント 

①移住交流ガーデンやふるさと島根定住財団、町内企業や町商工会等との
連携により、リアルタイムの情報提供が可能となります。 

②情報発信の強化に伴い、より多くの方に川本を知ってもらうことができ
るようになるため、移住相談件数の増加が期待できます。 

③これまでも実践してきたフェイスtoフェイスの丁寧な相談体制に加え、
地域や企業の情報が集約されるため、より満足度の高い移住サポートを
実践することができます。 

 
 
 

◆事業イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆評価指標（ＫＰＩ） 

評価指標（ＫＰＩ） 現状値 

(2014) 

目標値 

(2019) 

移住相談件数 61件/年 185件/年 
イベント等企画回数 - 4 回/年 
川本へ定住相談に訪れた人が実際の定住に結び付いた割合 20% 30% 

 

 

 

  

かわもと暮らし
情報センター

学びの
魅力

人の
魅力

暮らしの
魅力

イベント
企画

川本に関心を持つ若者世代

移住
相談

仕事
住まい

アフター
フォロー

魅力
発信

定住相談のワンストップ化

きめ細かい対応による定住成功率の向上
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3-3. 多様な働く場や働き方への挑戦支援事業 

>>>空き店舗等を活用した起業支援 

◆事業の概要 

かつては多様な働く場や多様な人材が集まるまちであった弓市地区の空
き店舗等を活用して、多様な働く場や働き方の創造に挑戦する人や事業者
を支援する取り組みを展開します。 
支援事業は、①町内で先駆的な事業展開に取り組む事業者等との交流に

よるビジネスアイデアの創造、②小さなまちならではの詳細な空き店舗情
報等の公開によるアイデアの具体化支援、③ビジコン等を通じた起業支
援・企業進出支援、④オープンスペース確保や景観改善等の街並み整備、の
４つから構成します。 
支援対象は、起業や企業進出といった新規参入はもとより、既存事業者に

よる新規分野進出、生産効率の改善等も含みます。 
 

◆事業のポイント 

①町内には地域資源を活かしたビジネスや働きやすい職場づくりに取り組
む事業者、自らのスキルと空き店舗を活用した起業家もあり、彼らとの交
流を通じた新しいビジネスアイデアの創造、仲間づくりが期待できます。 

②小さなまちゆえ、空き店舗の詳細情報の網羅的な把握が行いやすく、具体
的な物件をイメージしたビジネスモデルの検討が可能になります。 

③統一感のある街並み整備、駐車場やオープンスペースの確保等により、ま
ちの美しさと利便性が改善され、起業や企業進出、新規分野進出に対する
前向きな感情を喚起することができます。 

 

 

◆事業イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆評価指標（ＫＰＩ） 

評価指標（ＫＰＩ） 現状値 

(2014) 

目標値 

(2019) 

異業種交流機会の参加者数 - 80人 
川本町ホームページへの空き店舗情報の掲載件数 0件 20件 
ビジネスコンテストへの応募件数 - 30件 
空き店舗の事業所・店舗としての活用件数 1件/年 2件/年 

 

 

 

  

商店街の活性化

多様な働く場と働き方の創造

ビジネスアイデアの創造

・町内の先駆的事業者との交流

・事業者間の連携ビジネス創造ワーク

ショップ 等

詳細な空き店舗情報の公開

・空き店舗情報の収集整理

・物件詳細情報のＨＰ公開

（見取り図、写真、築年数等） 等

ビジネスコンテストの開催

・個人、法人ともに対象

・優秀者に開業資金提供

・関係機関のサポート 等

まちなみ整備

・まちなみ整備計画の策定

・統一感あるまちなみ創造

・老朽物件の撤去

・駐車場、公園等の整備 等
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3-4. 多様な住まいづくり応援事業 

>>>空き家活用の取り組み支援、既存町営住宅のリノベーション推進、民間の住宅整備支援 

◆事業の概要 

子育て世帯の定住を促進するため、個人住宅の整備、空き家の活用、民間
住宅の整備支援、町営住宅の整備、町営住宅のリノベーションなど、住まい
整備に係る官民が連携した取り組みを行う事で、良質な住環境の早期創出
を図ります。 
個人住宅の整備では、新築、中古住宅の購入助成を行います。空き家の活

用では、売買や賃貸時等の改修助成のほか、ＮＰＯ等が取り組むＵＩターン
者向け空き家活用住宅の改修に対して助成を行います。民間住宅の整備支
援では民間住宅の整備を行う事業者に、建築助成や町有地購入助成を行い
ます。町営住宅については、定住促進住宅等の整備を行うほか、既存の町営
住宅のリノベーションに取り組みます。町営住宅の整備については、設計や
管理運営についても民間事業者と連携を図ります。 
 

◆事業のポイント 

①あらゆる住まいのニーズに対して支援体制を構築することで、子育て世
帯の定住促進につながることが期待できます。 

②ＮＰＯと連携、民間事業者への支援等により市場ニーズを踏まえた、官民
一体型の住環境整備の体制が構築されます。 

③特徴的な町営住宅である店舗一体型住宅の有効活用により、仕事、住まい
をセットで提供する新たな住環境が整備されます。 

 

 

 

◆事業のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆評価指標（ＫＰＩ） 

評価指標（ＫＰＩ） 現状値 

(2014) 

目標値 

(2019) 

町営住宅等のリフォーム戸数 ０戸 ２戸 
定住促進住宅等の新規整備戸数 3戸 19戸 
住居としての空き家の活用件数 14件 30件 
個人住宅の整備戸数 2０戸 ２５戸 
民間賃貸住宅の新規整備戸数 ０戸 40戸 
新たに創出した住まいへの入居戸数 ０戸 ４５戸 

 

 

 

 

 

 

  

個人住宅の新築

ＮＰＯと連携した

空き家の改修

中古住宅の購入

Ｕターンに伴う

実家の改修

民間賃貸住宅の

整備

町営住宅の

整備

あらゆる住宅ニーズへの対応

良質な住環境の早期創出
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3-5. 自然な出会い創造事業 

>>>出会いの場の創出、自分磨きと相談・マッチング支援 

◆事業の概要 

自然な出会い方を求める若い世代を応援するため、趣味などを通じた若
者が集う場の創出に取り組むほか、これらの場において男女が近づくきっ
かけを演出するコーディネーターの育成に取り組みます。 
若者が集う場づくりにおいては、文化、教養、アウトドア等、趣味や楽し

さを主目的としたイベントや教室を数多く開催し、若者が参加しやすい場
を提供していきます。 
コーディネーターについては、川本町在住の既婚者を対象に登録を進め、

上述したイベントや地域活動等において、参加した若い男女が自然と近づ
けるよう、声掛け等の活動を行います。また、コーディネーター登録者は定
期的に集まり、各自が工夫を凝らした事例等を報告しあったり、ケーススタ
ディを行うことで、「偶然を装って男女を近づける技術」の向上を図ります。 
将来的には、本取組を通じて結婚したカップルの声や、そのきっかけとな

ったコーディネーターの立ち回りエピソードを紹介する「かわもと恋辞典
（仮）」を発行し、自然な出会いが芽生えるまちとしてのイメージ作りにつ
なげます。 
 

◆事業のポイント 

①「婚活」に抵抗を感じる若者に自然な出会いの機会が提供されるため、
カップル誕生数、ひいては婚姻率の改善に繋がることが期待できます。 

②既存のイベントや活動をベースに、ちょっとした一言で男女が近づく機
会を与える取り組みが中心であるため、取り組みのハードルが低く皆が
楽しみながら参加することができます。 

◆事業のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆評価指標（ＫＰＩ） 

評価指標（ＫＰＩ） 現状値 

(2014) 

目標値 

(2019) 

趣味等を通じた若者が集いやすいイベントの開催回数 0回 2回/月 
はっぴぃコーディネーター登録数 1人 8人 
はっぴぃコーディネーターを介した婚姻カップル数 ０組 4組/年 

 

若い世代の「自然に出会う機会」の創出

カップルの増加、婚姻率の改善

自然な出会いを演出する『人』の育成

日常の地域活動やイベント等を通じて、

若い男女が近づく『さりげないきっかけ』を提供。

定期的に集まり、事例報告等を通じて

より自然な出会いの演出方法を検討。

自然な出会いを演出する『場』の創造

文化、教養、アウトドア等、趣味や楽しさを主目的とした

イベントを多数開催。

「出会い」を前面に出さないイベント開催により

参加しやすい雰囲気を醸成。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 進捗管理 
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第4章  進捗管理 

4-1. 検証体制 

戦略策定時に組織した「まちづくりプロジェクトチーム」を中心に、
施策の実施状況・効果を毎年検証します。 
検証結果は、町民代表や関係団体、学識経験者等からなる外部委員会に

報告し、各施策の効果的な推進や、改善方策についての意見を聴取します。
また、寄せられた意見に基づき、施策の継続改善を図っていきます。 
なお、事務局は、各会議の開催調整・運営を担うほか、町民・議会への

説明、県・国との連絡調整等の役割を担うものとします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-2. 評価指標一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【庁内委員会】 

事務局 
（まちづくり推進課） 

 
・戦略の進行管理 
・各種会議の企画・運営 
・議会、町民への報告 

 

・ＫＰＩによる施策評価 
・改善案の検討・立案 

・戦略の推進状況の確認 
・改善案の助言 
 
 

【外部委員会】 

議会・町民 

説明
・報告 

意見交換 

指標項目 現状値
(2014)

目標値
(2019)

総人口 3,455人 3,266人
合計特殊出生率 1.41 1.52
社会増減者数 ▲26人 0人
自己の成長を実感している町民の割合 - 60%
川本のために貢献したいと考える子どもの割合 - 100%
保・小・中・高が一貫して取り組む教育プログラムの数 0プログラム 5プログラム
高校卒業時で英検準２級以上を取得する子どもの割合 - 60%
高校卒業までに体育活動や文化活動において県大会上位入賞の経験を有する子どもの割合 - 80%
定期的に習い事等に取り組んでいる町民の割合 - 30%
地域に愛着心を持つ子どもの割合 - 100%
インターンシップ受け入れ企業の業種数 8業種 18業種
学校給食センターの地産地消率 54% 65%
夢や挑戦を実践に移した取り組み件数【重点指標を兼ねる】 0件/年 16件/年

重点指標 年間参加生徒・学生数 - 100人
総合指標 川本の価値に共感した子育て世帯の移住者数 20人/年 35人/年

『学び』を理由として川本への移住を希望する相談者の割合 - 50%
川本へ定住相談に訪れた人が『川本の学び』を体験した割合 - 80%
『音楽・健康・安全』を理由として川本への移住を希望する相談者の割合 - 40%
定住サイトへのアクセス数 8,400ビュー/年 30,000ビュー/年
川本へ定住相談に訪れた人が実際の定住に結び付いた割合【重点指標を兼ねる】 20% 30%
整備を支援した居住施設の年間平均稼働率 85% 85%
移住相談件数 61件/年 185件/年
イベント等企画回数 - 4回/年
新たに創出した雇用者数 9人 40人
20～64歳までの女性就業率 77%(2010) 80%(2020)
空き店舗の事業所・店舗としての活用件数【重点指標を兼ねる】 1件/年 2件/年
自営による新規就農者数 1人/年 2人/年
企業進出により創出された雇用者数 0人 30人
農業法人等（企業の農業参入含む）への新規就業者数 - 5人
町内医療福祉事業所と連携した新たなビジネスを行う町内事業所数 - 2社
外国人観光客を対象としたツーリズムの参加者数 - 40人/年
医療福祉業の求人に対する雇用の割合 13% 30%
くらしまねっとを通じた川本町求人のマッチング数 3件 30件
多様な就労形態を有する事業所数 0件 5件
異業種交流機会の参加者数 - 80人
川本町ホームページへの空き店舗情報の掲載件数 0件 20件
ビジネスコンテストへの応募件数 - 30件

総合指標 新たに創出した住まいへの入居戸数【重点指標を兼ねる】 0戸 45戸
町営住宅等のリフォーム戸数【重点指標を兼ねる】 0戸 2戸
定住促進住宅等の新規整備戸数【重点指標を兼ねる】 3戸 19戸
空き家バンクの登録件数 4件/年 8件/年
住居としての空き家の活用件数【重点指標を兼ねる】 14件 30件
住居以外の目的による空き家の活用件数 0件 2件
新たな宅地の整備区画数 0区画 6区画
個人住宅の整備戸数【重点指標を兼ねる】 20戸 25戸
民間賃貸住宅の新規整備戸数【重点指標を兼ねる】 0戸 40戸
年間出生者数 15人 20人
20～30代の婚姻率 50％（2010） 60%(2020)
保育サービスに対する満足度 - 60%
経済的支援に対する満足度 - 60%
育児に対する不安軽減サポートへの満足度 - 60%
特色ある幼児教育プログラムに魅力を感じている保護者の割合 - 60%
ゆったりとした気分で子どもと過ごせている保護者の割合 - 60%
交流イベントにおける参加者数 - 240人/年
はっぴぃコーディネーターを介した婚姻カップル数【重点指標を兼ねる】 0組 4組/年
趣味等を通じた若者が集いやすいイベントの開催回数 0回 2回/月
はっぴぃコーディネーター登録数 1人 8人

区分

総合指標

施策別
指標

人口ビジョン

学
び

重点指標

交
流

重点指標

仕
事

重点指標

子
育
て

総合指標

施策別
指標

施策別
指標

総合指標

施策別
指標

住
ま
い 施策別

指標
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4-3. 検証方法 

検証に際しては、下図のような評価シートを事業ごとに作成し、今年度の取り組み内容やその成果、ＫＰＩの状況等を整理します。また、事業推進の課題は
もとより、ゴールへ近づくための更なる改善点等を抽出し、それらを踏まえて次年度の事業計画を立案します。 
作成したシートに基づき、庁内・外部委員会それぞれにおいて、『課題や改善点の設定は妥当か』、『それらの解決に資する事業立案がなされているか』

といった視点からのチェックを行い、その更なる改善を図っていきます。 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成　　年度 川本町総合戦略評価シート（兼主要な施策の成果）

Ａ 拡充 今後内容を拡充して実施する必要がある

■川本町総合戦略での位置付け ■事務事業の概要（入力時期：年度開始前） Ｂ 継続 当面の間，現状のまま継続して実施

Ｃ 見直し 事務事業の効率化等により見直す必要がある

Ｄ 終了 「目的」が達成されたこと等により終了する場合

■事業を構成する細事業 （単位：千円）

始

期

終

期

1

2

3

4

5

6

7

■改善提案〔翌年度からの新規及び改善事業〕

始

期

終

期

1

2

■三次評価〔外部委員会等〕

■最終評価〔町長評価〕

担当課

施策

（５本柱） 【対象】何(誰)で

すか
（基本施策）

事業名 【意図】対象をどう

したい
成果指標（目標数値） H27 H31 H27末

評価の判断理由及び改善事項

（妥当性、有効性、効率性に基づき記載）

単位

NO
細事業名

細事業の概要 成果指標（目標数値：KPI）

何(誰)が対象ですか【対

象】

どのような手段を使って

【手段】

対象をどうしたいですか

【意図】

指標名 指標の算式 目標値 実績値 単位

うち一般

財源

予算額 決算額 人件費

評

価

NO
細事業名

細事業の概要 成果指標

予算額 決算額

目標値

戸

単位

うち一般

財源

人件費 補足説明何(誰)が対象ですか【対

象】

どのような手段を使って

【手段】

対象をどうしたいですか

【意図】

指標名 指標の算式


